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【背景・目的】 
現在、低出生体重児の増加と共に、BMI18.5 未満の低体重で受胎する妊婦が増加している。

母体の妊娠中体重増加と母児の周産期アウトカムとの関連が先行研究でも議論されている

ように、妊娠中の母体変化は母体の栄養・健康状態と関連し、出生児の健康状態やその後の

発育にも影響を与える。特に、母体血中の長鎖多価不飽和脂肪酸(LCPUFA)は、胎児の身体

組成や脳神経系、視覚系などの発育・発達と関連するだけではなく、抗炎症作用が妊娠の継

続にも関連すると言われている。本研究では、妊娠初期・後期・分娩時の母体ならびに臍帯

血清中脂肪酸組成の分析を通して縦断的変化を検証し、報告する。 
【対象・方法】 
埼玉県内の病院で分娩した産婦及びその児 111 組における妊娠初期・後期・分娩時の母体な

らびに臍帯血清をナトリウムメトキシドにて血清中グリセロリン脂質の脂肪酸メチルエス

テル化を行い、GC 分析を施行した。LCPUFA を始めとした血清中グリセロリン脂質の脂

肪酸割合について統計解析を行った。 
【結果】 
母体血において、n-6 系列ではリノール酸は全期を通じて割合に有意な変化はなく、γ-リノ

レン酸やアラキドン酸(AA)その他の脂肪酸が分娩時に向けて有意な減少を示した。同様に

n-3 系列でも、ドコサヘキサエン酸(DHA)が妊娠経過に応じて割合に有意な減少を示した。

分娩時の母体血と比較し臍帯血では、リノール酸が少ないのに対して、γ-リノレン酸およ

び AA、n-6 ドコサペンタエン酸、DHA の割合が高かった。 
【結論】 
胎児は発育に際し母体からの DHA の供給が必要であり、分娩期までの母体血の脂肪酸組成

の変化において、母親から児への LCPUFA 移行による可能性が示唆された。母体の妊娠中

体重変化および食事との関連なども併せて更なる検討が必要と考える。 


